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以下の文帝は、202l年5月5 l:Jにi
嘲

朝日新聞」の社説として掲載された記事です， 記本

の中では、 サンマの漁獲枠に関する問題について述べられています。

あなたは、この問題について、 どのように考えますか3 記学内での議論を踏まえた上で 、

理由とともに、800字以内で論述しなさい。

※ 裏面は下褐き用に使ってもかまいません。ただし、解答文は解答用紙のマス目に横書き

で消筈してください c
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